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◎彙ゆたかなtみ よいた,の よちづく,内椰/をめざしています
◎口常のま拶下なごみのおを広Ⅲ t式の勁け答いの力とな0ます
0人 と人のつながうかt咸のれ

'の

0■につな下0ます  .

0内 野,t区な蕩の福工静勁はみなきまの●力でて螢されてヽヽます

内毎虹区社協0基本方針

1 丙郷地区の交流をはかる。|
2 内郷地区社協0活 動の腱知
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